「わくわく せいかつ上」「せいかつ たんけんブック」「いきいき せいかつ下」        観点別特色一覧表
生活科の目標

	観  点
	啓  林  館  の  特  色
	具  体  例

	①学習指導要領に基づく目標と内容が的確に盛り込まれ，生活科の基礎・基本の定着が図られているか。
	●上下巻とも，具体的な活動を通して，身近な人々や地域の自然，公共施設などとかかわり，子どもの興味・関心，発達段階に応じて，生活科の目標が達成されるように配慮されている。
	

	②「直接かかわること」をこれまでに増してより一層重視しているか。
	●活動を通して自然な形で「多様な人々」や「自然」と直接かかわる場面をはじめ，学校・家庭・地域の中で子ども一人ひとりが実際にかかわることのできる「もの・こと」を，学習の対象としてより一層大切にされている。特に，人と自然に対しては，繰り返しかかわっていくことができるように配慮されている。
	【校庭の定点観測】 上p.20-21,54-55,82-83,96-97  【単元扉を利用した定点観測】上p.50-51,80-81,94-95
【公園】 上p.44-45,84-85
【地域の町と自然】 下p.26-27,32-33,64-65,72-73

【地域の人】下p.28-29,66-67

	③生活上必要な習慣や技能が身につき，「自立への基礎」が養われるように配慮されているか。
	●11の具体的な視点の中でも，特に，公共の意識やマナー，情報と交流の手段・活用場面，基本的な生活習慣を意識した時間の感覚など，「自立への基礎」が養われるように十分配慮されている。
	【公共の意識やマナー】 上p.15,45,85,117-121,下p.28-29,34-35,102-107
【情報と交流の手段】 上p.10-11,15,21,22-23,48-49,66-67,78-79,86-87,90-91,102-103,106-111,117-123,
                     下p.4-5,28-31,40-45,56-57,60-61,68-69,82-85,88-89,106-107,112-113
【基本的な生活習慣】 上p.4,6-7(学校の生活),9,59,75,98,下p.49,77

	④気付きの質の高まりに十分目を向けられているか。
	●単元は導入「わくわく」，主たる活動「いきいき」，交流活動「つたえあおう」，広がり・深まり「ちゃれんじ」の４段階で構成され，マークを付して目立たせることで，単元を通して活動が発展し深まっていくことが見て取れるようになっている。

●単元内の活動は，基本的に見開き2p単位で構成され，それらが単発の活動にならないように，紙面右下を利用して，次の活動につながる子どもたちのやり取りが掲載されている。これにより，前の活動を受けて，次の活動に向けての思いや願いをもって深めていけるようになっている。

●直接体験を通した子どもたちの発見や感動は，気付きへとつながる重要な手がかりであり，これらが写真・イラスト・カード・本文・キャラクターのセリフで表現されることで，気付きに目が向くように十分配慮されている。また，教師が子どもたちとともに活動したり共感したりする様子が取り上げられ，子どもたちの気付きが深まる例が随所に示されている。
	●上下巻目次及び，各単元内の紙面左肩

●上p.73,87,89,95,101など

●上p.33,38,44-45,48-49,54-55,64-65,66-67,78-79,下p.42-43,58-59,63,68-69など




教科書の構成，編集上の区分
	観  点
	啓  林  館  の  特  色
	具  体  例

	①教科書の構成・単元の配列は適切か。
	●役に立つ資料は，教室で，野外で，家庭でも活用できるように，上・下巻の巻末と別冊「たんけんブック」にまとめられている。別冊は１年入学時に上巻と一緒に供給される。

●上・下巻とも季節にそって単元が構成され，単元が進むにつれて活動が広がり，深まっていくように配列されている。
	【資料】 上p.116-133,下p.101-125,別冊全体

【校庭の定点観測】 上p.20-21,54-55,82-83,96-97       【公園】 上p.44-45,84-85                           

【単元扉を利用した定点観測】上p.50-51,80-81,94-95     【地域の町と自然】 下p.26-27,32-33,64-65,72-73

	②子どもの意識，発達段階が考慮されたものになっているか。
	●上巻は主として学校を，下巻は主として地域を舞台とし，学習指導要領の９つの内容が子どもの発達段階を考慮して配列されている。「家庭と生活」にかかわる単元は，低学年児童にとって家庭は学校と密接不離な生活環境という観点から上巻に，「成長」にかかわる単元は，2年間の活動の集大成という観点から，下巻の最後に重点を置いて配置されている（上巻の成長単元は１年間の振り返りの扱いで最後に配置されている）。
	【家庭と生活】 上p.70-79

【成長】 上p.104-115,下p.86-100

	③単元の内容・分量は適切か。
	●単元名でその内容の概要がわかり，分量は子どもの興味・関心を生かした活動ができるよう，大きくゆったりとしたくくりになっている。
	

	④他教科との関連を図ることによって指導の効果が高まるような工夫がみられるか。
	●他教科との関連や合科が図りやすい活動が紹介されている。国語（話すこと，書くこと，読むこと，物語など），算数（かず，時間），図工（製作，造形），体育（ゲーム），音楽（歌）など，様々な合科的内容が紹介され，活動が広がるように工夫されている。
●同学年の横の教科のつながりだけでなく，上位学年の教科，理科(土や水，風やゴムなどのおもちゃ，観察の初歩)，社会，家庭科などとの関連も示され，上位学年での各教科学習時に生活科の経験を振り返ることができるように配慮されている。
	【国語との関連】上p.10,15,21,26-27,48-49,89,118-123,下p.15など　【算数との関連】上p.6-7,34,37など

【図工との関連】作品作り全般　【体育との関連】上p.11など　【音楽との関連】上p.10,別冊p.26など

【道徳との関連】上p.15,26-27,45,68-69,103,117,121,下p.4-5,18-19,28-29,55,86-100,102-105,114など
【理科との関連】自然観察など：上p.20-21,54-55,64-65,82-83,88-89,,96-97,122-123,下p.58-59,108-111,
                              別冊p.4-5,18-21など

                風やゴムなど：上p.52-53,100-101,127-128,下p.36-45,120-123など.
【社会科との関連】下巻町たんけん全般
【家庭科との関連】下巻p.118-119など



	⑤「総合的な学習の時間」へのつながりが配慮されているか。
	●具体的な活動や体験を通して主体的にまた，協働して学習し，自ら考える力の基礎が養われるようになっているので，中学年以降の「総合的な学習の時間」にスムーズにつながっていく。総合的な学習で扱われることが多い教育課題にも十分に配慮されている（後述）。特に上下巻の巻末資料や別冊「せいかつたんけんブック」を参考にして，着眼点のヒントを提示し，調べ→まとめ→発表という一連の活動を行うことは，総合的な学習に直結している。
	【協働の姿勢】上p.110-113,120,下p.4-5,24-25,28,56,82-83など

【課題解決の方法】上p.120-123,下p.106-113,別冊p.4-5,18-21など


内容の選択・扱い
	観  点
	啓  林  館  の  特  色
	具  体  例

	①ゆとりをもって活動できるように「重点的・弾力的」な内容構成になっているか。
	●活動例や学習対象が多様に紹介され，その中から，学校や子どもの実態に合わせて自由に選択できるように工夫されている。巻末資料や別冊「たんけんブック」などを活用し，より重点的，弾力的な活動ができるようになっている。また，下巻には季節や天候に左右されない活動「つくろう あそぼう くふうしよう」が設定され，柔軟に活用できるようになっている。

	上巻末資料p.116-133，下巻末資料p.101-125

別冊「たんけんブック」全体
「つくろう あそぼう くふうしよう」下p.36-45

	②活動が広がっていく内容構成になっているか。
	●単元は導入「わくわく」，主たる活動「いきいき」，交流活動「つたえあおう」，広がり・深まり「ちゃれんじ」の４段階で構成され，マークを付して目立たせることで，単元を通して活動が発展し深まっていくことが見て取れるようになっている。

●上巻の学校から下巻の地域へ，段階的に活動が広がるように配慮されている。活動を広げるのに効果的な箇所では，「つたえあおう」や「ちゃれんじ」などのマークを付し，地域の人や異学年の子どもたちと交流をはかり，活動がさらに深まり，広がるように配慮されている。

●「次はこうしたい」「もっとこうしたい」という思いが紙面右下などで例示され，子どもの活動の連続性・広がりをサポートできるようになっている。

●発表形式のみならず，１対１や，グループ内，現地に出て，身振り手振り，実物を持ってなど，多様な伝え合い活動を通して，さらに気付きが深まり，活動に広がりが出るように配慮されている。

	【4段階のマーク】上下巻目次及び，各単元内の紙面左肩

【活動の広がり】上p.24-25,79,91,下p.31,61,67,85など
【次につなげる思い】上p.73,87,89,95,101など

【伝え合う活動】上p.22-23,38-39,48-49,54-55,66-67,78-79,90-91,102-103,

                 下p.16-17,30-31,42-45,60-61,68-71,84-85,86-100など

	③「豊かな表現力」が育つようになっているか。
	●子どもたちのいきいきとした身体表現やカード・歌・劇，黒板でポイントを示すなどさまざまな表現方法が紹介され，活動の種類や子どもの個性に応じた豊かな表現力が身につくようになっている。特にカードに記述する表現活動では，1年生の入学当初に用いる，行，枡目などのない自由記述形式のものからはじまり，子どもの発達段階に配慮して掲載されている。カード内の表現も，国語で学習する表現技法などが適切に用いられているものが選択されている。

	【表現方法】上p.22-23,48-49,66-67,78-79,下p.30-31,57,60-61,68-69,82-85,92-93,112-113など

【カードの発達】上p.10,21,31,34,38-39,101,108-109,122(かき方),下p.5,80-81,94-95など

	④安全面・衛生面への配慮が十分になされているか。
	●危険防止や，安全面への注意事項は，キャラクターの発言やマークなどで適所で的確に押さえられている。また，地域での子どもたちの安全への配慮から「子ども110番の家」が紹介されている。

●生活習慣においては，歯磨き，手洗い，うがいなども促されている。
●飼育・栽培においては，活動の前後において手洗いなどの衛生面への注意が促されている。また，環境省により要注意外来生物に指定され，衛生面で不安のあるアメリカザリガニの取り扱いを行っておらず，メイン素材がバッタになっている。


	【安全面】

上p.8-9,24-25,47,55,59,63,85,129,132-133,下p.25,43,49,53,102,125,別冊p.2-3,44-47など

【衛生面・生活習慣】

上p.4,31,63,75,98,下p.9,50-61,77,114-117など

【飼育素材】

下p.50-61

	⑤発展的な学習内容など個々の児童の理解に応じた指導に対応できるようになっているか。
	●子どもたちの活動をより広げ，深めるものとして発展的な内容が資料に設けられている。生活科の活動内容から無理なく発展するように，本編の活動内容と上位学年の学習内容との関連を配慮しながら設定されている。取り上げた内容は，中学年以降の理科，社会，総合的な学習などに無理なく接続，発展していけるようになっている。
また，巻末，別冊といった豊富な資料により理解の程度に応じた学習が行いやすくなっている。

	下p.118-119,124,別冊p.17

	⑥評価に関して，教科書が適切に利用できるようになっているか。
	●「わくわく」は意欲・態度,「いきいき」は気付きなど,４段階の紙面構成により,評価として重点すべきところが明確になっている。
●子どもの作品やキャラクターの発言，カード類において，自分の成長や相互評価の例がとりあげられ，評価につながるように配慮されている。
●子ども同士がお互いのよいところを共感したり，教師の言葉や保護者の手紙などで賞賛したりして，認めてあげられるように配慮されている。

	【４段階のマーク】各単元内の紙面左肩


上p.66-67,78-79,109
下p.12,88-89,90-91,92-93など

	⑦生活科に必要な活動を引き出す資料が掲載されているか。
	●上下巻の巻末や別冊「たんけんブック」に子どもの興味関心に応じて選択できるように，質，量とも必要十分な資料が掲載されている。本編からは，まず各巻の巻末資料を参照するようになっており，そこからさらに野外で役に立つものに関して，別冊を参照するようになっている。

  ほかにも夏休み，冬休みなど，活動の流れに応じて効果的に使える資料が配置されている。

	上巻末資料p.116-133,下巻末資料p.101-125

別冊「たんけんブック」全体
【夏休み・冬休み】上p.58-59,98-99,下p.46-49,74-77

	⑧身近な素材を使って活動できるようになっているか。
	●おもちゃなどの製作活動では，多くの身近な素材を使用して多様な活動に取り組めるようになっている。

●自然活動に際しては，動植物を採り過ぎないように配慮されると共に，活動後は，素材を無駄にしないようにし，環境への意識も高めるようになっている。
	【自然物を使った遊び】上p.44-49,52-53,88-91,100-101,126-128, 別冊p.34-39など
【おもちゃ】下p.36-45,120-123 

【自然環境への配慮】下p.55,61,124など




表記・表現①
	観  点
	啓  林  館  の  特  色
	具  体  例

	①表記・表現は親しみやすく，子どもの意識にそっているか。
	●単元名や小単元名の他，本文中の言葉については，いずれも子どもが行う活動や体験への重要な刺激となるようにと位置づけられており，以下のように設定されている。

（単元名）
  その単元で扱う事象や内容の本質的な特徴を，子どもの興味を引く表現で示し，大きなまとまりの中で多様な活動が可能になるように工夫されている。

（小単元名）
  その小単元の活動内容を教師の投げかけの言葉で表し，活動へ導入しやすくなっている。

（本文）
  小単元名を受けた子どもの思いや願いにそった文章で，子どもに気付いてほしいポイントや，意欲・驚き・喜びを表現するとともに，気付きの広がり・深まりを促す工夫がされている。

（セリフ）
  本文を補い，活動への示唆や子どものつぶやき・疑問の声などが「ふきだし」で示されている。特に，紙面右下においては，次の活動につなげるための子どもたちのやり取りを示し，活動が単発的にならずに，高めていけるような扱いになっている。
キャラクターのせりふについては，留意点と共に，気付きのヒントとなる着眼点が示されている。


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
紙面右下のセリフ例：上p.87,89,95,101など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



	②漢字，カタカナの使い方は適切か。
	●上巻の最初よりカタカナをふりがなをつけて使用している。漢字は上巻後半(配当時期９月以降想定)から1年での配当漢字をふりがなつきで使用している。下巻に入ると，２年での配当漢字をふりがなつきで使用している。

  別冊「たんけんブック」は，基本的に上巻後半の扱いと同じで，１年配当漢字をふりがなつきで使用しているが，1年生1学期で参照する資料は，上巻前半と同じ扱いになっている。


	上巻前半：カタカナ(ふりがな付き),漢字不使用

上巻後半，別冊：１年配当漢字(ふりがな付き)

下巻全般：２年配当漢字(ふりがな付き)

	③デザイン，レイアウトは適切か。
	●１つの活動が１見開きを基本に構成されていて，活動の内容がとらえやすくなっている。基本的なストーリーは低学年児童の教科書にふさわしい程度の文字情報量と動きのある絵柄・活動風景を切り取った写真から見てとりやすく，それらがすっきりとレイアウトされている。また，巻末資料により活動を広げ，深めることができる部分は適宜マークをつけ，巻末資料を参照するようにしている。

	【ストーリー展開の例】

下p.36-45(おもちゃ単元)

【巻末資料参照の例】

上p.9右肩など

	④具体的な活動を引き出すように，写真が取り入れられているか。
	●写真には，子どもたちのいきいきとした表情が表れており，教科書を見る子どもの想像力を刺激して，共感を呼ぶとともに，実際に活動する際の資料としても十分活用できるようになっている。興味・関心を喚起するダイナミックな写真と，緻密な資料としての写真とをメリハリをつけて，適切に配置されている。写真のトリミングも工夫され，子どもたちの興味を引きつけ，具体的な活動につながるようになっている。
	

	⑤具体的な活動を引き出すように，イラストが取り入れられているか。
	●現代の子どもの感性にあう，表情豊かで親しみやすく魅力的なイラストを使用している。イラストならではのやわらかな表現で，より共感が得られ，具体的な活動の様子が見えるようにしている。
●本筋の活動に付随する約束事や注意事項などは，紙面右端に「こんなとき どうしよう」や「あぶない」等を利用してまとめられており，本活動とは一線を画して参照しやすくなっている。これらコーナーでは，小さいコマの中でも状況がつかみやすく，視認性を高めた別なタッチのイラストで構成されている。

●上巻最初の単元では，イラストを用いることで写真とは異なり，必要な情報のみを都合よく配置することができ，入学したての子どもたちにとって，スタートカリキュラムや特別支援教育の観点からも効果が高くなっている。


	


表記・表現②
	観  点
	啓  林  館  の  特  色
	具  体  例

	⑥キャラクターなどにより子どもたちの活動を支援する工夫がされているか。
	●全巻共通の３体のかわいらしく魅力的なキャラクターを登場させ，子どもと一緒に楽しく活動・体験する友達のような扱いで設定されている。安全やマナーを呼びかけたり，気付きを促したり，疑問をなげかけたりなど，子どもの活動を適切に支援している。
●４段階の紙面構成において，「わくわく」では「わくわくパンタ」が，「いきいき」では「いきいきウッキー」が，「つたえあおう」では「なるほどナルホー」，広がっていく「ちゃれんじ」では全員がセリフを述べる扱いになっており，単元構成での役割も明確になっていて安心して教科書を見ることができるようになっている。

	キャラクターの紹介：上下巻もくじ



	⑦折り込みなどの，子どもの活動意欲を喚起する工夫がされているか。
	●紙面がダイナミックに広がることで内容を効果的に捉えさせることができるところは，折り込みが設けられ，子どもの関心をより高めるようになっている。上巻では学校探検に出る際のわくわく感を高め，下巻では，栽培単元に折り込みを設け，野菜やサツマイモのいきいきとした収穫場面をダイナミックに見せている。
	上p.14-19，下p.10-15


	⑧学習活動をイメージさせ，活動に誘い込む表紙であるか。
	●上巻は「わくわくせいかつ」，上巻別冊は「たんけんブック」，下巻は「いきいきせいかつ」とし，より楽しく子どもたちの活動を喚起するものになっている。上下巻は子どもの生き生きとしたさわやかな写真が用いられ，本文ページに期待感をもたせて学習内容に誘うようなデザインになっている。別冊は，野外で使える資料が意識され，内容物で構成されている。また，白を基調とし，草原等の野外で落としてしまっても，視認性よく見つけやすくなるように工夫されている。


	各巻表紙


人権尊重・生命の尊厳・共生の視点
	観  点
	啓  林  館  の  特  色
	具  体  例

	①人権や福祉に対する配慮は適切で，社会的弱者への思いやりを育てるようになっているか。
	●幼児や高齢者，障害をもつ人々ともこだわりなくかかわることができ，誰もが住みやすいバリアフリーの社会をめざそうとする意識が自然に芽生えるように工夫されている。また，イラストでは，クラスメートに車椅子の子どもが設定され，ともにいきいきと活動している様子が紹介されている。

	上p.4-5,10,14,21,25,45,48,54,83,84-85,90,97,100,下p.32,34,44,82-83,85,88,102,104-105など

	②家庭環境を考慮した活動内容となっているか。
	●家族単元などでは，家族構成が多様化しているという実態にも十分に配慮されつつ，家族の温かさを実感できる工夫がなされている。

	上p.70-79

	③生命を慈しむ心を育て，生命の連続性への気づきに発展する配慮がされているか。
	●小動物の飼育や植物栽培を通して，生命の誕生や命のあたたかさなどに触れ，生命の大切さや慈しむ心を育てるとともに，生命の連続性に気づくように配慮されている。また，資料では，生き物のいろいろな姿や飼育方法が示され，気付きがサポートされるようになっている。


	上p.28-41,60-69,下p.6-19,50-61,114-117,別冊p.18-33など

	④男女平等への配慮はなされているか。
	●イラスト，写真などの男女比が同比率になっており，さらに性別によって服装の色や種類が固定的にならないように配慮されている。また，家庭での役割や社会進出の面で，男女に差が生じないようになっている。

	上p.4，11など

	⑤児童の色覚特性への配慮がされているか。
	●全編を通して・色覚の個人差を問わず判別できるように，カラーユニバーサルデザインの観点から，色のみで紙面の内容の判別をしないように配慮されている。各巻の裏表紙にそれを証明するマークもついている。


	単元のテーマ色の配色と，「わくわく」「いきいき」「つたえあおう」「ちゃれんじ」の４段階のマーク，巻末資料のテーマ色の配色，別冊の各資料のまとまりの配色，シンボルマーク，写真や吹き出しの囲みの色など

	⑥宗教への配慮はなされているか。
	●祭事や地域の行事は，子どもの活動と関連するように扱われ，特定の宗教性が強調されないように配慮されている。
	下p.27,33,46-47,49,65,73,74-75,76-77



社会の要請への対応
	観  点
	啓  林  館  の  特  色
	具  体  例

	①国際理解へとつながる配慮がなされているか。
	●上下巻ともクラスメートに外国人の子どもを設定し，ともにいきいきと活動する姿が紹介されている。また，自国の文化や異なる国の文化などに目を向けさせ，お互いの文化を認め合うことで，グローバルな感性が育つように学習活動が工夫されている。

	上p.10,100-101,103,下p.5,45,88など

	②さまざまな情報手段の活用が示唆されているか。
	●情報の発信者，受信者，利用者としての視点で，低学年でも可能なさまざまな情報手段の活用を示唆している（インタビュー，図鑑で調べる，電話，手紙，パソコン，デジカメ，インターネット，プロジェクター，掲示板の活用 etc.）。特に巻末資料において，「しらべかた」「きろくのまとめかた」「つたえかた」など，情報の活用の仕方を一連のものとして見ることができるようになっている。

	上p.90,118-123,下p.8-9,28,34,40-41,56-57,77,82-83,84-85,106-107,112-113,別冊p.2-5など



	③環境教育の重要性が認識され，適切に教材化されているか。
	●身近な自然にひたって遊ぶことをはじめ，学校内のビオトープ，遊んだ落ち葉での堆肥作り，リサイクルなど，低学年の子どもの興味・関心からみても無理のない活動や資料を通して，環境に目を向けさせ，自然の美しさ，ぬくもり，すばらしさを実感し，これらを大切にする心が育つように配慮されている。

  また，生き物さがしでは生き物を乱獲しないように注意が促されている。このほか，飼育した生き物をむやみに自然界に放すことがないようにも配慮されている。
●飼育においては，外来生物であると同時に，衛生面で不安のあるアメリカザリガニの取り扱いを行っておらず，メイン素材がバッタになっている。
	上p.20-21,44-47,54-55,82-85,96-97,126-128,下p.52-61,124,別冊p.3,32-33,34-39など



	④子どもたちが健康に生活できるようになることが配慮されているか。
	●基本的な生活習慣が身につき，健康に生活ができるようになるためのきっかけづくりとなる内容が掲載されている。
●飼育・栽培においては，活動の前後において手洗いなどの衛生面への注意が促されている。

	【基本的な生活習慣】上p.4,59,75,98,下p.49,77など

【衛生面の配慮】上ｐ.31,53,63,下ｐ.9,55,57など



地域性
	観  点
	啓  林  館  の  特  色
	具  体  例

	①学校や地域の独自性を生かした活動が選択できるようになっているか。
	●活動目標が同じであっても，活動内容や活動の場は学校や地域によって異なることが考慮され，可能な限り多様な活動内容や活動の場が例示され，実態に合わせて選択できるようになっている。
	

	②長期休暇や休日に対して柔軟な配慮がなされているか。
	●上下巻とも学期ごとに時間的なゆとりがあり，「夏休み・冬休み」などが設けられている。ここでは，家庭や地域に帰ってからでも，自主的に活動を発展させることができるような例が多く紹介され，地域でも子どもが力をつけていけるように工夫されている。また，町探検において，子どもたちが土日に利用する公共施設とのかかわりが紹介されている。
	【夏休み・冬休み】

上p.58-59,98-99,下p.46-49,74-77
【町たんけん時の公共施設や休日の利用】

下p.31,34-35,67など

	③2学期制に対応しているか。
	●9月末-10月初旬に単元の区切りをおき，2学期制にも対応できるよう配慮されている。
	

	④家庭や地域との連携が深まり，地域への愛着が深まるような配慮がなされているか。
	●上下巻の裏表紙に，保護者へのメッセージが入っており，家庭においても生活科を意識し，子どもの成長を見守ってもらいたい旨が示されている。

●学校での出来事を家庭で伝える場面が紹介されるなど，児童と同時に保護者にも意識してもらいたい紙面になっている。特に，上巻最初の単元は，入学当初のガイダンス的な意味合いも持ち合わせ，保護者に見てもらいたい内容構成になっている。

●子どもたちの生活を支えてくれている人々との交流が示され，愛着がもてるように配慮されている。
	●上下巻裏表紙
●上p.2-11,23,67,78-79,下p.31など

●上p.4-5,8-9,26-27,44-45,84-85,102-103,132-133,下p.26-27,66-71,78-85,90-95など




印刷・製本
	観  点
	啓  林  館  の  特  色
	具  体  例

	①鮮明な印刷になっているか。
	●イラストなど紙面全体は柔らかな雰囲気でありながら，資料となる写真は鮮明に再現できている。また，子どもの写真については，とても健康的な発色になっている。ほか，環境への負荷が小さい植物油インキが使用されている。

	

	②製本は堅牢か。
	●製本は，「あじろ無線とじ」で強力な接着止めを行って堅牢にされることにより，ＡＢ判というサイズながら，紙面を開きやすく広く丈夫に確保されている。
●別冊「たんけんブック」は屋外での使用が考慮され，子どもの2年間の扱いにも耐えうる堅牢さがある。また，別冊には穴開け加工が施され，ひもを通すなどの利用にも対応できるように配慮されている。

●氏名記入欄は裏表紙に設けられ，記入しやすいようにコート加工が外されている。

	

	③印刷効果がよく，丈夫な紙を使用しているか。
	●発色など印刷効果がよく，しかも耐久性のある紙が使用されている。また，環境に配慮し，資源の有効活用の立場から，再生紙が使用されている。
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